
　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
町
議
会
を
代

表
し
て
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
本
年
が
素
晴
ら
し
い
年
で

あ
る
こ
と
を
願
い
、
希
望
を
抱
き

な
が
ら
、
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
多
く
の
台
風
が
上
陸

し
、中
で
も
８
月
の
台
風
10
号
は
、

統
計
史
上
で
初
め
て
東
北
地
方
・

北
海
道
へ
上
陸
し
、
大
き
な
爪
あ

と
を
残
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
に
は
震
度
７
を
二

度
観
測
し
た
熊
本
地
震
、
10
月
に

は
鳥
取
地
震
が
発
災
す
る
な
ど
、

全
国
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
復
興
と
あ
わ
せ
て
、

未
だ
道
半
ば
で
あ
る
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
早
期
復
興
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
な
ど
の
大
き
な
課
題

も
、
本
年
は
、
着
実
に
解
決
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
、
強
く
望
ん
で
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
に
目
を
向
け
て
み

ま
す
と
、
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
中
部
横
断
自
動
車
道
六

郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
、
予
定

通
り
本
年
度
中
に
供
用
開
始
と
な

る
見
込
み
で
あ
り
、
ま
た
、
平
成

32
年
度
の
開
校
を
目
指
し
、
現
在

の
市
川
高
校
及
び
そ
の
隣
接
地

に
、
新
設
校
の
整
備
が
計
画
さ
れ

る
な
ど
、
長
い
将
来
を
し
っ
か
り

見
据
え
る
中
で
、
早
急
に
、
新
た

な
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
、
県
は
も
と
よ
り
、
本
町
も

例
外
な
く
非
常
に
厳
し
い
財
政
状

況
で
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
、
皆
さ
ま
の
英
知
を
最

大
限
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
教

育
や
福
祉
、
ま
た
安
全
安
心
な
、

暮
ら
し
や
す
い
町
を
目
指
し
た
関

連
事
業
の
推
進
な
ど
、
本
町
の
基

本
計
画
に
基
づ
い
た
諸
施
策
を
、

一
歩
一
歩
確
実
に
進
め
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
の
安

定
と
、福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
さ
ら

に
精
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

何
と
ぞ
、
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層

の
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
よ
り
良
い
年
に
な
り
ま

す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
川
三
郷
町
に
と
り

ま
し
て
歴
史
的
な
決
定
を
山
梨
県

か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
校
再
編
に
関
す
る
峡
南
北
部

配
置
校
に
つ
き
ま
し
て
、
市
川
高

校
、
増
穂
商
業
高
校
、
峡
南
高
校

の
３
校
を
１
校
に
再
編
整
備
す
る

計
画
に
つ
い
て
山
梨
県
教
育
委
員

会
は
、
峡
南
５
町
の
関
係
者
に
よ

る
地
域
会
議
を
昨
年
６
月
21
日
、

８
月
10
日
、
９
月
８
日
の
３
回
開

催
、
さ
ら
に
９
月
21
日
の
県
議
会

９
月
定
例
会
で
の
知
事
の
所
信
表

明
に
よ
り
、
新
た
に
配
置
す
る
総

合
制
高
校
の
配
置
場
所
は
現
在
の

市
川
高
校
及
び
隣
接
地
と
す
る
こ

と
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
設
校
は
、
総
合
制
単
位
制
高

校
と
し
、
普
通
科
（
英
語
系
列
含

む
）、
商
業
科
、
工
業
科
で
一
学
年

２
８
０
名
の
県
下
最
大
規
模
と
な

り
ま
す
。

　

開
校
は
、
平
成
32
年
４
月
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

市
川
高
校
の
歴
史
は
１
９
１
４

年
大
正
３
年
６
月
１
日
市
川
大
門

町
立
女
子
実
業
補
習
校
と
し
て
創

立
、
そ
の
後
校
名
を
町
立
市
川
実

科
女
学
校
、
町
立
市
川
実
科
高
等

女
学
校
と
改
称
し
、
１
９
４
８
年

昭
和
23
年
３
月
町
立
市
川
高
等
女

学
校
と
改
称
、
１
９
５
０
年
昭
和

25
年
１
月
、
県
に
移
管
さ
れ
現
在

の
校
名
、
県
立
市
川
高
等
学
校
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
に
は
、
創
立
１
０
０

周
年
の
記
念
式
典
を
挙
行
、
市
川

高
校
１
０
３
年
の
歴
史
の
う
ち

１
９
１
４
年
か
ら
１
９
５
０
年
ま

で
の
36
年
間
、
町
立
の
高
校
で
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
先
人
の
教
育
を
重
要

施
策
と
し
た
崇
高
な
思
い
を
少
し

で
も
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
２
０
１
５
年
平
成

27
年
に
策
定
し
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
は
、
実
行

年
の
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
町
で

は
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
着
実
に

実
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

財
政
再
建
健
全
化
に
つ
き
ま
し

て
も
道
半
ば
で
あ
り
ま
す
。
財
政

健
全
化
の
判
断
指
標
の
一
つ
、
実

質
公
債
費
比
率
（
歳
出
に
占
め
る
借

金
返
済
の
割
合
）
は
、
合
併
直
後
の

平
成
18
年
度
18
・
３
％
と
高
い
数

値
で
あ
り
ま
し
た
が
、
町
債
（
町

の
借
金
）
を
減
ら
し
た
結
果
、
平

成
27
年
度
は
６
・
８
％
と
10
年
間
で

11
・
５
ポ
イ
ン
ト
（
45
億
円
減
）
の

大
き
な
改
善
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
進
む
べ
き
道
は
容
易
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
財
政
規
律
を
守

り
、
ご
高
齢
者
を
敬う

や
ま

い
尊た

っ
と

ぶ
畏い

け
い敬

の
心
と
子
ど
も
達
の
未
来
に
責
任

を
持
つ
町
政
で
あ
り
た
い
と
決
意

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
１
月
１
日

市
川
三
郷
町
長

久  

保  

眞  

一

平
成
29
年
１
月
１
日

市
川
三
郷
町
議
会
議
長

有  

泉    

希

酉
年
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市川高校　新設校へ思い引き継ぐ将来を見据えた新たな町づくり

　

２
０
１
７
年
は
酉と

り

年
で
す
。

　

干
支
の
「
酉
」
は
「
ニ
ワ
ト
リ
」
の
こ
と
。

単
に
鳥
と
い
う
と
ニ
ワ
ト
リ
（
鶏
）
を
思
い

浮
か
べ
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
ニ
ワ
ト

リ
は
人
間
と
も
っ
と
も
な
じ
み
の
深
い
鳥
と

い
え
ま
す
。

　

外
見
で
特
徴
的
な
の
は
、赤
い
「
鶏と

さ

か冠
」
と
、

「
肉
ぜ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
あ
ご
の
部
分
で
、
と

も
に
皮
膚
が
発
達
し
た
も
の
で
す
。

　

昔
は
農
家
の
庭
先
な
ど
で
飼
わ
れ
て
い
て
、

文
字
ど
お
り
「
ニ
ワ
ト
リ
」
で
し
た
。
ニ
ワ

ト
リ
の
翼
は
比
較
的
小
さ
く
、
飛
ぶ
こ
と
は

得
意
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
短
距
離
な
ら

飛
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
鶏
鳴
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、
朝
の
訪
れ
を
告
げ
る
甲

高
い
鳴
き
声
も
ニ
ワ
ト
リ
の
特
徴
の
一
つ
で

す
が
、
そ
う
し
た
鳴
き
声
を
聞
く
機
会
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

身
近
で
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
ニ
ワ
ト
リ
で

す
が
、
一
方
で
、
ニ
ワ
ト
リ
が
産
む
卵
に
は

大
い
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
卵
そ
の

も
の
を
調
理
し
た
も
の
や
、
パ
ン
や
菓
子
な

ど
卵
を
原
材
料
と
し
て
用
い
て
い
る
食
品
を

含
め
れ
ば
、
卵
が
私
た
ち
の
食
卓
を
飾
ら
な

い
日
は
な
い
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
卵
を
、
日
本
人
は
１
年
間
に
ど
の
く

ら
い
食
べ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
近
年
の

世
界
統
計
に
よ
る
と
、
日
本
人
は
一
人
当
た

り
年
間
３
０
０
個
以
上
消
費
し
て
お
り
、
こ

れ
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
や
は

り
、
ニ
ワ
ト
リ
に
は
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

　

ニ
ワ
ト
リ
（
鶏
）
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ
や

慣
用
句
は
、
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
。

　
「
鶏
口
と
な
る
も
牛
後
と
な
る
な
か
れ
」
は
、

鶏
を
小
さ
な
組
織
、
牛
を
大
き
な
組
織
に
た

と
え
て
、
大
き
な
集
団
や
組
織
の
末
端
に
い

る
よ
り
も
、
小
さ
く
て
も
そ
の
頭
と
な
る
ほ

う
が
よ
い
と
い
う
こ
と
。
小
さ
く
と
も
勇
ま

し
い
ニ
ワ
ト
リ
の
姿
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　
「
鳥
」
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句
は
、

い
く
つ
か
あ
り
そ
う
で
す
。

　
「
籠
の
鳥
」
は
、
籠
に
入
れ
ら
れ
た
鳥
は
飛

ぶ
に
飛
べ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
自
由
を
奪
わ

れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
は
、
そ
の
よ
う
な
境

遇
に
あ
る
人
。

　
「
閑
古
鳥
が
鳴
く
」
の
閑
古
鳥
と
は
、
か
っ

こ
う
の
別
名
。
人
気
の
な
い
深
い
山
で
、
か
っ

こ
う
が
寂
し
げ
に
鳴
く
様
子
か
ら
、「
人
が
集

ま
ら
ず
、
も
の
寂
し
い
様
子
」。
特
に
、「
商
売

な
ど
が
は
や
ら
な
い
様
子
」
の
た
と
え
で
す
。

　
「
一
石
二
鳥
」
は
、
１
個
の
石
を
投
げ
て
２

羽
の
鳥
を
落
と
す
と
い
う
意
味
か
ら
、
一
つ

の
こ
と
で
同
時
に
二
つ
の
利
益
を
得
る
こ
と

で
す
。

　
「
立
つ
鳥
跡
を
濁
さ
ず
」
は
、
立
ち
去
る
者

は
、
あ
と
を
見
苦
し
く
な
い
よ
う
き
れ
い
に

し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
戒
め
の
こ
と
。

引
き
際
が
潔
く
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
の
た
と

え
で
す
。

　
「
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
」
は
、
空
を
飛
ん
で
い

る
鳥
で
さ
え
も
圧
倒
さ
れ
て
地
に
落
ち
て
し

ま
う
ほ
ど
の
勢
い
と
い
う
意
味
か
ら
、
権
力

や
威
勢
が
非
常
に
盛
ん
な
様
子
の
こ
と
で
す
。

　

２
０
１
７
年
も
、
ニ
ワ
ト
リ
の
よ
う
に
勇

ま
し
く
、
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
で
、
１
年

の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
と
い
き
ま
し
ょ
う
。

閑
古
鳥
は
追
い
払
い
、
あ
わ
よ
く
ば
一
石
二

鳥
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
利
益
を
得
た
い
も
の
。

そ
し
て
何
事
も
、
引
き
際
は
潔
く

｜
。

　

と
も
あ
れ
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
２
０
１
７

年
が
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
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町
教
育
委
員
会
で
は
毎
年
、
事

務
の
管
理
や
執
行
の
状
況
に
つ
い

て
点
検
や
評
価
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
広
く
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
方
法
は
、
５
名
の
教
育
委

員
が
委
員
会
内
の
業
務
が
適
正
に

執
行
さ
れ
て
い
る
か
、
左
表
の
３

項
目
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て

５
段
階
で
自
己
評
価
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
己
評
価
の
客
観
性
を

確
保
す
る
た
め
、
有
識
者
か
ら
意

見
や
助
言
を
受
け
ま
し
た
。

　

評
価
の
結
果
、
27
項
目
の
平
均

値
は
３
・
８
で
、
最
も
高
か
っ
た
の

は「
学
校
等
の
施
設
の
充
実
」で
４
・

６
で
し
た
。
ま
た
、
最
も
低
か
っ

た
の
は
３
・
２
で
「『
本
物
』
に
触

れ
る
機
会
の
提
供
に
努
め
て
い
る

か
」
な
ど
で
し
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
は
「
図
書
館
・
公

民
館
活
動
は
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

多
様
な
事
業
や
情
報
を
提
供
、
学

び
の
拠
点
と
し
て
成
果
を
上
げ
て
い

る
」「
市
川
三
郷
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

が
設
立
さ
れ
５
年
目
、
特
定
非
営
利

法
人
と
な
り
会
員
も
増
加
し
、
更
に

活
動
が
全
町
に
広
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
」「
校
舎
・
運
動
場
整
備
な

ど
教
育
環
境
の
充
実
や
、
英
語
教
育

強
化
、
地
域
と
の
連
携
な
ど
特
色
あ

る
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
」

と
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

評価のための基本的な考え方
① �総合計画の『やすらぎづくり～日本一の暮らしやすさをめざして』を

基本方針に市川三郷町の教育「学ぶまち」を基本的な考え方として、
実態に合ったものとする。

② 委員会事務の改善と説明責任を果たすことを目的とする。

③ �５段階絶対評価とし、シンプルで誰にでもわかりやすいものとする。

 教育委員会の通信簿
平成27年度町教育委員会
事務の管理、執行状況の
点検と評価

平成２７年度町教育委員会の事務の管理、執行状況の点検と評価

項　目 観　点 評価の
平均値

生涯学習
の充実

公民館活動の支援は充実しているか。 3.8

生涯学習推進のため各講座は充実しているか。 4.2

図書館事業は充実しているか。 4.4

青少年健全育成に努めているか。 3.4

生涯スポー
ツの振興

町民の体力づくりの向上は充実しているか。 3.4

体育施設の管理及び充実に努めているか。 4.2

スポーツ活動の振興に努めているか。 4.2

関係団体と連携して事業を進めているか。 4.0

スポーツの指導者育成に努めているか。 3.2

スポーツ愛好者の底辺拡大に努めているか。 3.8

文化・芸術
の振興

文化の振興に努めているか。 4.2

文化財の保護、継承の支援活動が充実しているか。 3.8

「本物」に触れる機会の提供に努めているか。 3.2

体験学習
の推進

地域の特色を生かした体験学習プログラムは提供できたか。 3.2

伝統産業の技術を体験できる機会を提供できたか。 3.6

国際交流
の推進

国際交流にあたり、町民の地域理解が向上しているか。 3.2

国際交流協会への支援は充実しているか。 4.2

学校教育
の充実

教育課程の確実な実施・評価・改善に努めているか。 4.2

指導方法と評価方法の工夫・改善に努めているか。 3.6

生徒指導の充実に努めているか。 4.0

健康安全指導の充実に努めているか。 3.8

学校、家庭、地域等関係機関との連携に努めているか。 3.8

国際理解教育の推進に努めているか。 3.8

教育委員会
及び事務局

教育委員会の会議の運営改善に努めているか。 4.2

企画、指導、管理は適切か。 4.2

人事や組織の改善に努めているか。 3.6

学校等の施設の充実に努めているか。 4.6

総平均値（上記 27 項目の評定の平均値） 3.8

※�「評定の平均値」は各教育委員が上記 27 項目について５段階絶対評価
（５:極めて満足  ４:満足  ３:普通  ２:不満  １:極めて不満）で、評定したものの平均値です。

問町教育委員会教育総務課 ☎０５５（２７２）６０９３

第
47
回

　

約
40
年
間
ほ
ぼ
休
む
こ
と
な
く
広
報

紙
の
点
訳
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
る
丹
沢
こ
と
子
さ
ん
が
、
公
益
財
団

法
人
社
会
貢
献
支
援
財
団
が
行
う
、
社

会
貢
献
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
51
の
個
人
と
団
体
が

表
彰
さ
れ
丹
沢
さ
ん
は
最
高
齢
者
で
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　点字を習い始めたのは姪が弱視者向けの写生をしていることを知り、私
にも何かできるのではないかと考え、旧市川大門町教育委員会が募集して
いた点字ボランティアに応募したのがきっかけ。これまで多くの絵本の点
訳を完成させるほか、町広報紙「いちかわみさと」の点訳にも毎月欠かさ
ず取り組んでいる。これらは全て、目の不自由な方たちに読んでもらうた
めにと、丹沢さんが自主的に行っている。
　丹沢さんは「素直に嬉しいです。タイプライターを使うので腕や肩が痛
みますが、楽しみに待ってくれている人がいるので、その方のためにも身
体と相談しながらできる限り続けて行きたいです」と語ってくれました。
　11 月 28 日、東京帝国ホテルにおいて表彰式典が行われ、安倍晋三首相
の夫人、昭恵会長より表彰状を授与されました。（写真右）

受
賞 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

社
会
貢
献
者
表
彰

丹
沢  
こ
と
子 

氏市
川
大
門

「社会貢献者表彰」は、広く社会の各分野において、社会と人々の安寧と幸福のために尽くされ、
顕著な功績を挙げながら報われる機会の少なかった方々を対象としています。

２
０
１
６
年
毎
日
農
業
記
録
賞

　

毎
日
新
聞
社
主
催
、
２
０
１
６
年
毎
日

農
業
記
録
賞
に
楠 

三
貴
さ
ん
の
「
桑
畑
の

再
生
か
ら
広
が
る
未
来
」
が
最
優
秀
賞
・

新
規
就
農
大
賞
に
選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
作
品
に
は
、
桑
の
葉
茶
を
紹
介
す

る
手
作
り
の
チ
ラ
シ
を
１
枚
１
枚
配
り
歩

く
こ
と
か
ら
始
ま
り
地
域
の
活
性
化
た
め
、

若
者
・
農
業
の
未
来
の
た
め
に
こ
れ
ま
で

多
く
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
奮
闘
し
て

き
た
経
過
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

最
優
秀
賞

        

新
規
就
農
大
賞

楠  

三 

貴 

氏

山
保

「毎日農業記録賞」は、「農」「食」「農に関わる環境」への関心を高めると
ともに、それに携わる人たち、これから携わろうとする人たちを応援する賞
です。

「農業を育てるナイスカップル」は、農業経営に対する意欲の高揚
と豊かな心が結び合う活力に満ちたむらづくりに資することを目的
として、二人で力を合わせ農業に情熱を傾け、魅力ある、いきいき
とした農村づくりに参加している夫婦を対象としています。

　夫のソンミンさんは、韓国出身で妻の三貴さんは神奈川県
出身。神奈川県で桑の葉茶の販売をしていた三貴さんの父が
養蚕の衰退によって荒れ果てていく桑畑の現状を聞き、なん
とかしようと平成 16 年に市川三郷町で桑の葉茶製造販売の
会社を立ち上げ、それと同時期に三貴さんの両親に親孝行し
たいとソンミンさんが来日。２人は、平成 19 年に市川三郷
町に移住し、平成 20 年には父からすべての事業を任され、
新しく「株式会社桑郷」を設立。平成 26 年には、「認定農業
者」となり、現在では製茶加工・商品作り・営業・販売に加え、
桑畑の管理・収穫も行う。
　栽培面積は桑園約６ha、桑の実園 50a。桑の葉・桑の実の
栽培、加工、販売を行っている。
　２人は「たくさんの方の支えと協力があるから今がある。
この表彰は、もっと頑張れと言われたととらえ、これからも
２人で力を合わせて次の世代に残せることはすべて残して頑
張っていく！夫婦で一緒に表彰というのは初めてなのでとて
も嬉しい」と語ってくれました。

　

山
梨
県
と
山
梨
県
農
業
協
同
組
合
中

央
会
で
、
農
業
に
参
加
し
て
い
る
夫
婦

を
表
彰
す
る
「
ナ
イ
ス
カ
ッ
プ
ル
」
に
、

今
年
度
、
市
川
三
郷
町
で
農
業
を
営
む

ソ
ン
ミ
ン
さ
ん
、
三
貴
さ
ん
夫
妻
が
選

ば
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度

 

農
業
を
育
て
る

　
ナ
イ
ス
カ
ッ
プ
ル

楠  

三 

貴 

氏

山
保

ハ
ン
・
ソ
ン
ミ
ン 

氏

♥
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山
梨
県
で
は
、
次
の
方
を
対
象
に

自
動
車
燃
料
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
助
成
対
象
期
間
は
、
平
成
28

年
１
月
か
ら
12
月
で
す
。

【
対
象
者
】
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
で
、

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
の
方
▽
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方
▽

戦
傷
病
者
手
帳
特
別
項
症
第
１
項
症

ま
た
は
第
２
項
症
に
該
当
す
る
方

【
申
請
用
紙
】
▽
峡
南
保
健
福
祉
事

務
所
▽
町
役
場
福
祉
支
援
課
▽
三
珠

支
所
▽
六
郷
支
所
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

【
申
請
方
法
】申
請
に
は
、領
収
書（
請

求
者
の
氏
名
・
販
売
店
の
印
が
あ
る

も
の
）
ま
た
は
、
支
払
い
証
明
書
が

必
要
で
す
。

【
受
付
日
時
・
会
場
】
次
の
い
ず
れ

か
の
会
場
で
、
助
成
金
の
請
求
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

■
１
月
18
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
３

時
・
南
部
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー
１
階

多
目
的
ホ
ー
ル

■
１
月
23
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後
３

時
・
市
川
三
郷
町
役
場
本
庁
舎
１
階

大
会
議
室

■
１
月
25
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
４

時
・
南
巨
摩
合
同
庁
舎
１
階
小
会
議
室

■
１
月
27
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
３

時
・
身
延
町
中
富
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
１
階
会
議
室

※�

こ
れ
ら
の
日
程
に
都
合
の
つ
か
な
い

場
合
は
、
峡
南
保
健
福
祉
事
務
所
福

祉
課
（
南
巨
摩
合
同
庁
舎
１
階
）
で

も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
２

月
10
日
午
後
５
時
で
受
付
を
終
了
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
峡
南
保
健
福
祉
事

務
所
福
祉
課
０
５
５
６
（
２
２
）

８
１
４
５

　

固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
は
、

毎
年
１
月
１
日
の
状
況
で
課
税
さ
れ

る
た
め
、
平
成
28
年
中
に
取
り
壊
さ

れ
た
建
物
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
取
り
壊
し
た
建
物
な
ど
の

把
握
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
課
税
誤

り
な
ど
を
な
く
す
た
め
建
物
を
取
り

壊
し
た
際
に
は
、
本
人
か
ら
そ
の
建

物
の
「
滅
失
届
」
の
提
出
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
中
に
建
物
を
取
り
壊
し
た
方

は
、「
滅
失
届
」
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

※�

住
宅
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
住
宅
用
の

土
地
に
は
、
税
の
軽
減
措
置
が
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
の
取
り
壊
し
、

ま
た
は
店
舗
を
住
宅
に
改
築
す
る
な

ど
で
、
土
地
の
固
定
資
産
税
も
変
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】
印
鑑

【
提
出
場
所
】
▽
町
税
務
課
資
産
税

係
▽
三
珠
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
係
▽

六
郷
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
係

【
問
い
合
わ
せ
】

町
税
務
課
資
産
税
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
４

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら
「
滅
失
届
」
の
提
出
を

PICK UP
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
児
童

が
帰
宅
後
、
家
庭
で
適
切
な
保
護

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
遊
び
や

生
活
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
入
所
説
明
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
初
め
て

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
ご

参
加
下
さ
い
。

※�

現
在
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、
利
用
中
の
ク
ラ
ブ

よ
り
入
所
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。

※�

各
ク
ラ
ブ
の
定
員
を
超
え
る
応
募
が

あ
っ
た
場
合
は
、
希
望
す
る
ク
ラ
ブ

に
入
所
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
児
童
】

　

町
内
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
1

年
生
か
ら
６
年
生
の
う
ち

①�

保
護
者
が
労
働
な
ど
に
よ
り
昼
間

家
庭
に
い
な
い
児
童

②�

保
護
者
が
疾
病
な
ど
で
日
中
適
切

な
保
護
が
受
け
ら
れ
な
い
児
童

③�

そ
の
他
、
健
全
育
成
上
指
導
を
必

要
と
す
る
児
童

【
日
程
】
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７

時
か
ら
。
受
付
は
午
後
６
時
30
分
～

■
２
月
７
日
㈫
六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

■
２
月
８
日
㈬
三
珠
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
研
修
室

■
２
月
９
日
㈭
市
川
大
門
町
民
会
館

講
堂

※�

い
ず
れ
の
会
場
で
も
参
加
可
能

※�

所
要
時
間
は
１
時
間
程
度
を
予
定

【
問
い
合
わ
せ
】

町
い
き
い
き
健
康
課
子
育
て
支
援
係

☎
０
５
５
６
（
３
２
）
２
１
１
４

障
害
者
の
方
へ
自
動
車
燃
料
費
を
助
成
し
ま
す

PICK UP
現
在
お
使
い
の
受
給
者
証
は
、

保
険
証
と
の
記
載
事
項
が

一
致
し
て
い
ま
す
か
？

　

保
険
証
や
、
住
所
、
氏
名

な
ど
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、

受
給
者
証
の
変
更
の
手
続
き

を
必
ず
行
っ
て
下
さ
い
。
記

載
内
容
が
違
っ
て
い
る
と
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
無
料
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

役
場
か
ら
手
続
き
の
通
知

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
忘
れ
ず
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

コンビニ受診・重複受診 はやめましょう

　近年、軽い症状でも夜の方が空いてるからなどの理由で、休日や夜
間に受診する『コンビニ受診』や、同じ病気で複数の医療機関を受診
する『重複受診』が増えています。
　必要な方が安心して医療を受けられるよう、また医療費を抑制する
ため次の事にお気をつけ下さい。

■緊急時以外は、平日の診療時間内に受診する
■同じ病気で複数の医療機関を受診することは控える
■休日前に体調が悪くなったら、休み前に早めに受診する

急な病気の相談や、判断に迷うときは相談ダイヤルをご利用下さい。
■町いきいき健康課子育て支援係☎ 0556-32-2114（平日 AM8:30 ～ PM5:15）

■ニコニコフォン
☎ 090-1810-1893（上記以外の夜間・休日に保健師が相談をお受けします）

■小児初期救急医療センター P10 をご覧下さい

子
育
て
支
援
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

【
持
ち
物
】対
象
児
童
の
保
険
証
・

受
給
者
証
・
印
鑑

【
手
続
き
す
る
場
所
】
六
郷
庁
舎

い
き
い
き
健
康
課
、
本
庁
舎
福

祉
支
援
課
、三
珠
支
所
住
民
サ
ー

ビ
ス
係

【
問
い
合
わ
せ
】

町
い
き
い
き
健
康
課
子
育
て

支
援
係
☎
０
５
５
６
（
３
２
）

２
１
１
４

変
更
が
あ
る
場
合
の
手
続
き

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
希
望
の
方
は
、必
ず
説
明
会
に
ご
参
加
下
さ
い

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

11月届出分
（敬称略）

お
く
や
み

お
め
で
た

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

こ 

う 

へ 

い

れ 

い 

か

ゆ 

い 

な

ゆ

　め

り

　さ

ひ 

ろ 

と

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

こ 

う 

へ 

い

れ 

い 

か

ゆ 

い 

な

ゆ

　め

り

　さ

ひ 

ろ 

と

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

こ 

う 

へ 

い
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